
Ⅶ 学習環境整備事業の概要 

市民の学習活動の拠点となる市民館等の基盤整備を行なった。 

 

１ 教育文化会館・市民館運営審議会 

1987（昭和62）年度まで１審議会で全市的な視点による諮問事項について審議してきたが、1988（昭和63）

年度から各館別に７審議会（１館 10名以内の委員を委嘱）が発足した。2012（平成24）年度も、それぞれ

の審議会が地域の諸問題にふれ、住民の学習要求に即応した活動及び運営がさらに豊かになることをねらい

に開催した（任期２年の１年目・年４回開催）。 

なお、2001（平成13）年度からは市民の参画を進めるために、各館の運営審議会に１名ずつ公募委員の枠

が設けられた。公募にあたっては、市政だよりでの一斉広報だけでなく、各館だより、チラシなどでの広報

を行っている 

 

２ 刊行・広報活動  

市民館等の事業を市民に広報することは、単に参加者の募集のためのみでなく、市民館活動への理解を深

め、生涯学習・社会教育に対する認知を広げる意味も大きい。教文だより、市民館だより、ホームページ、

ポスターやチラシ、事業ごとの文集など、さまざまな媒体を活用している。 

 

３ 職員研修 

市民の学習と活動を支援する職員の力量を形成し、施設としての機能と専門性を高めるため、教育委員会

人材育成計画に基づき、職員研修を実施している。地域・市民のニーズを把握し、事業を企画・立案・実践

する力、学びの機会や課題解決をさぐる方法を市民とともに考える力など、社会教育施設の職員として必要

な能力をつけるとともに、新たな課題への対応を図るため、2012（平成24）年度も９コースの研修を実施し

た。 

 

４ 1６ミリ映写機操作技術講習会 

2012（平成24）年度は教育文化会館、中原市民館、麻生市民館で実施した。 

 

５ 視聴覚ライブラリー事業 

市民館等で視聴覚ライブラリー機材・教材の貸出し事業を行った。 
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Ⅶ１ 教育文化会館・市民館運営審議会 
（◎は会長、○は副会長) 

館
名 

氏名 所属 
区
分 

諮問・研究課題 開催月日

 星野 延平 桜本中学校 校長 １
 菅野 利勝 川崎区文化協会 副会長 ２

６・15

◎ 村社 一夫 教育文化会館サークル連絡会 会長 ２
 五嶋 竹美 川崎区ＰＴＡ協議会 副会長 ２

９・13

 中嶋 由利子 川崎区地域教育会議 副事務局長 ２
○ 青木 恵美子 川崎市地域女性連絡協議会 副会長 ２

11・30

 藤田 悦子 公募委員 ３

教
育
文
化
会
館 

 中村 香 玉川大学 准教授 ４

地域防災と生涯学習～
災害に強いまちづくり
に、教文はどうかかわる
のか～ 

３・15

 榊原 誠 東小倉小学校 校長 １
 山中 弘美 幸区ＰＴＡ協議会 書記 ２

６・８

 中村 和子 幸区文化協会 会計 ２
 斉藤 敦子 幸サークル連絡会 顧問 ２

10・12

○ 島田 和代 公募委員 ３
◎ 中島 由貴 中島歯科医院 院長 ４

12・11

 片岡 了 明治大学 非常勤講師 ４

幸
市
民
館 

 金井 岳 小鳩幼稚園 園長 ５

地域とつながる市民館
のあり方について 

３・15

◎ 小笠原 茂春 中原区子ども会連合会 会長 ２
○ 石倉 司奈子 中原区文化協会 副会長 ２

６・15

 中村 清治 玉川小学校 校長 １
 小林 松子 中原市民館サークル連絡会 庶務 ２

９・19

 魚澄 亀勝 中原区新丸子二・三丁目町会 副会長 ２
 渡辺 敏夫 中原区社会福祉協議会 理事 ２

12・19

 中村 卓史 中原区ＰＴＡ協議会 会長  ２

中
原
市
民
館 

 加藤 妙子 市民公募委員 ３

①中原区内市民利用施
設のネットワーク化に
向けた取組み 
 
②社会教育振興事業の
課題等について 

３・19

◎ 鈴木 輝雄 元高津区ＰＴＡ協議会 会長 ３
○ 小倉 敬子 （財）かわさき市民活動センター 理事長 ４

６・15

 渡邉 亜希子 高津区ＰＴＡ協議会 副会長 ２
 金 俊一郎 高津区地域教育会議 議長 ２

９・21

 下山 宏一 高津区全町内会連合会 理事 ２
 仙北谷 力 元テレビ東京 報道局長 ３

12・21

 三橋 君枝 川崎市男女共同参画センター 館長 ２
 一色 惠津子 川崎市立南原小学校 校長 １

高
津
市
民
館 

 田村 富彦 高津区文化協会 理事・事務局長 ２

期待される事業のあり
方について 

３・15

◎ 川西 和子 調査モデレーター・分析・司会業 ４
○ 宮本 光代 富士見小学校 校長 １

６・29

 東出 ゆかり 宮前区ＰＴＡ協議会 ２
 水町 智子 宮前区文化協会（～12/20) ２

９・10

 中村 冨美和 宮前区文化協会 副会長（12/21～) ２
 野口 武 向丘第１地区民生委員児童委員協議会会長 ２

12・21

 野田 精一 菅生分館利用者懇談会 前会長 ２
 竹間 重雄 宮前区全町内・自治会連合会 副会長 ２

宮
前
市
民
館 

 近藤 桃子 公募委員 ３

世代間交流の促進 

３・29

◎ 末吉 一夫 多摩区町会連合会 副会長 ２
○ 吉田 紀代子 多摩区社会福祉協議会 理事 ２

６・28

 直井 純一 長尾小学校 校長 １
 米田 信一 多摩区地域教育会議 議長 ２

９・11

 倉田 奈佐保 多摩区ＰＴＡ協議会 会計 ２
 小澤 章子 たま学習サークル連絡会  ２

12・13

 上村 知子 公募委員 ３

多
摩
市
民
館 

 平川 景子 明治大学 准教授 ４

市民館力を高めるため
の市民館デ―実施と検
証 

３・12

◎ 清水 正己 会社社長 ４
○ 本玉 秀夫 麻生市民館サークル連絡会 副会長 ２

６・13

 井藤 直美 西生田中学校 校長 １
 橋本 周 麻生区文化協会  ２

９・25

 宮崎 瑞穂 麻生区ＰＴＡ協議会 ２
 井上 俊夫 麻生町会連合会 理事 ２

12・11

 鈴木 浩子 公募委員 ３

麻
生
市
民
館 

 岩本 陽児 和光大学 准教授 ４

市民館の若い世代の活
用促進について 

３・12

※区分 １：区内に設置された学校の長 ２：区内の社会教育団体から推薦された者 ３：区内在住の社会教育に関する経験を有する市民 
    ４：学識経験者（川崎市市民館条例 第21条第４項、川崎市教育文化会館条例 第21条第４項による） 
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Ⅶ２ 広報活動 

教育文化会館だより・市民館だよりの発行一覧 

教文 教育文化会館だより 年７回  各回 9,500部 

大師 プラザ大師インフォメーション 年７回  各回 9,500部 （教文だよりに併載） 

田島 プラザ田島だより 年７回  各回 9,500部 （教文だよりに併載） 

幸 幸市民館だより 年６回  各回 7,000部  

日吉 日吉分館だより 年６回  各回 7,000部 （幸市民館だよりに併載） 

中原 中原市民館だより 年６回  各回 10,000部 

高津 高津市民館だより 年６回  各回 9,000部 

橘 プラザ橘だより 年５回  各回 3,500部 

宮前 宮前市民館だより 年７回  各回 8,500部 

菅生 菅生分館だより 年７回  各回 3,000部 

多摩 多摩市民館だより 年６回  各回 7,600部 （うち１回は子育て特集号） 

麻生 麻生市民館だより 年６回  各回 8,000部 

岡上 岡上分館だより 年６回  各回 8,000部 （麻生市民館だよりに併載） 
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Ⅶ３ 職員研修 
研修名 対 象 回数 趣 旨 

社会教育・行政職員（新任・未経験） ６ 
社会教育初任者として必要な基本的知識や実
践的能力を養う 

内 容 延べ人数 116 人 

社会教育 
初任者研修 

①社会教育・生涯学習とは 
②川崎の生涯学習・社会教育の目指すもの 
③川崎市の人権施策と職員の役割 ～人権救済の現場から～（人権尊重研修と合同） 
④市民対応の基本 ～接遇研修～ 
⑤社会教育施設の課題と取り組み ～市民館・図書館・博物館の実像に迫る～ 
⑥社会教育職員の役割 

研修名 対 象 回数 趣 旨 

社会教育・行政職員（主任～課長・施
設長） 

１ 
職場集団をまとめ、指導、補佐する職員や施
設を経営する職員として必要な能力を養う 

内 容 延べ人数 13 人 指導・経営研修 

いま、社会教育施設に求められるもの ～20.2中教審答申、3.11東日本大震災の教訓などを踏
まえて～（課題研修と合同） 

研修名 対 象 回数 趣 旨 

社会教育・行政職員、学校教職員、市
民 

２ 
社会教育施設職員として必要な生涯学習・学
者融合に関する基本的な知識や実践的な能力
を養う 

内 容 延べ人数 30 人 
生涯学習研修 

①行政職員のための生涯学習入門 ～生涯学習を通した人材の育成と実態～ 
②市民協働によるまちづくりと生涯学習 

研修名 対 象 回数 趣 旨 

社会教育・行政職員、学校教職員、市
民 

２ 
教育職員として不可欠な人権に関する知識や
感性を獲得し、基本的・実践的能力を養う 

内 容 延べ人数 15 人 人権尊重研修 

①川崎市の人権施策と職員の役割（初任者研修と合同） 
②障がい者の地域での生活を理解する（課題研修と合同） 

研修名 対 象 回数 趣 旨 

社会教育・行政職員、学校教職員、市
民 

４ 
社会教育施における様々な課題についての問
題意識・専門性を高めることを目的とする 

内 容 延べ人数 26 人 

課題研修 ①社会教育指導員の仕事を考える ～これまでの指導員研修報告書などを参考に～ 
②障がい者の地域での生活を理解する（人権尊重研修と合同） 
③私にとって社会教育とは ～先輩職員と社会教育の関わりの中から「社会教育」「社会教育

事業」とは何かを考える 
④いま、社会教育施設に求められるもの（指導・経営研修と合同） 

研修名 対 象 回数 趣 旨 

社会教育（全施設）・行政職員 25 
社会教育職員が、その専門的能力の向上を図
るために、自ら研修を行うことを支援する 

内 容 延べ人数 151 人 
自主グループ研修 

Ａグループ：「市民館・生涯学習支援課事業の現在」     全９回 
Ｂグループ：「市民館における地域課題の把握の仕方について」全９回 
Ｃグループ：「施設の枠を超えた事業立案について」     全８回 

研修名 対 象 回数 趣 旨 

市民館職員（新任・未経験） ７ 
市民館の役割や課題を理解し、基本的な業務
に必要な実践的能力を養う 

内 容 延べ人数 65 人 

市民館基礎研修 

①オリエンテーション、市民館事業の意義 
②市民館事業の実際 ～事業の構成～ 
③学級の企画・運営 ～学習計画の立て方（１）～ 
④協働型事業における市民館職員の役割 
⑤学級の企画・運営 ～学習計画の立て方（２）各自のプログラムの検証～ 
⑥実務に向けて ～学習したことの振り返り～ 
⑦学習計画を考える ～自らがかかわった学級などを改めて評価する～ 
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研修名 対 象 回数 趣 旨 

市民館職員（２年目） ３ 
学級運営の能力を養うとともに、地域課題を
的確にとらえ、市民と協働して市民館事業を
進める力を培う 

内 容 延べ人数 17 人 
市民館基礎研修 
ＰＡＲＴⅡ 

①１年目に関与した事業を振り返る ～これからの研修課題を探る～ 
②先輩職員のノウハウから学ぶ（１）～学級運営・市民とのかかわり～ 
③先輩職員のノウハウから学ぶ（２）～地域課題の把握～ 

研修名 対 象 回数 趣 旨 

図書館職員・行政職員・学校図書館関
係職員 

５ 
図書館の基本的業務に必要な実践的能力を養
う 

内 容 延べ人数 119 人 

図書館職員研修 ①図書館初任者研修 ～図書館の業務の初歩～ 
②経理事務研修 ～経理事務の基本と図書調達事務について～ 
③レファレンス研修 ～初任者に向けたレファレンス（夏休み対策）～ 
④本の修理を学ぶ ～本の構造を知る／本の修理について～ 
⑤全体研修 ～新中原図書館の運営方針と館内見学～ 

研修名 対 象 回数 趣 旨 

博物館職員・行政職員・学校教職員 １ 
博物館の役割や今日的課題を学び、業務に必
要な実践的能力を養う 

内 容 延べ人数 27 人 博物館職員研修 

指定管理者制度の導入に向けて ～円滑な博物館運営のために必要なこと～ 
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Ⅶ４ 視聴覚ライブラリー事業（機材一覧） 

（視聴覚教材利用状況） 

  ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合 計

貸出本数 3 5 12 13 27 1 8 4 10 7 1 4 95
教育文化会館 

利用人数 81 181 252 2,789 2,354 50 607 89 754 38 8 248 7,451

貸出本数 1 4 5 3 5 3 0 0 3 1 5 0 30
幸市民館 

利用人数 0 2,400 28 810 515 25 0 0 120 0 200 0 4,098

貸出本数 0 14 5 7 1 1 7 4 2 5 0 5 51
中原市民館 

利用人数 0 160 40 3,500 55 30 427 39 1,218 410 0 250 6,129

貸出本数 0 0 6 15 0 0 6 1 0 0 1 6 35
高津市民館 

利用人数 0 0 330 2,691 0 0 290 0 0 0 20 320 3,651

貸出本数 3 0 2 8 1 0 0 6 7 1 1 8 37
宮前市民館 

利用人数 150 0 468 11,195 17 0 0 690 230 30 440 442 13,662

貸出本数 1 1 8 13 14 4 5 5 15 0 6 9 81
多摩市民館 

利用人数 16 12 68 5,114 2,842 104 47 220 564 0 171 149 9,307

貸出本数 0 0 9 11 0 0 6 2 7 1 4 0 40
麻生市民館 

利用人数 0 0 140 2,484 0 0 232 34 100 250 160 0 3,400

貸出本数 2 7 1 89 2 15 7 8 2 6 3 5 147総 合 教 育 
セ ン タ ー 利用人数 85 2,240 25 13,140 651 237 301 2,154 0 905 126 24 19,888

貸出本数 10 31 48 159 50 24 39 30 46 21 21 37 516
合  計 

利用人数 332 4,993 1,351 41,723 6,434 446 1,904 3,226 2,986 1,633 1,125 1,433 67,586

 

視聴覚ライブラリー機材･教材貸出事業 

 ○機材一覧 
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教 育 文 化 会 館 20 3 2 3 1 1 3 2 (2) 0 1 

幸 市 民 館 26 2 0 1 1 1 3 2 (2) 0 1 

中 原 市 民 館 20 1 1 1 1 1 2 1 (1) 0 0 

高 津 市 民 館 20 2 2 2 0 1 0 2 (1) 1 1 

宮 前 市 民 館 28 5 4 2 0 1 1 2 (1) 1 1 

多 摩 市 民 館  7 1 1 1 0 1 1 1 (1) 1 2 

麻 生 市 民 館 18 5 2 1 1 1 1 1 (1) 0 0 

総合教育センター 90 7 5 2 2 1 2 3 (3) 0 1 

（ ）はパソコン対応 
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 ○団体別利用状況（2012（平成24）年４月～2013（平成25）年３月） 

団体 

教材 
市教委 

幼稚園 
学校 

関係団体 
社会教育 

事業所 

施 設 
教
文 

幸 

中
原 

高
津 

宮
前 

多
摩 

麻
生 

教
文 

幸 

中
原 

高
津 

宮
前 

多
摩 

麻
生 

教
文 

幸 

中
原 

高
津 

宮
前 

多
摩 

麻
生 

教
文 

幸 

中
原 

高
津 

宮
前 

多
摩 

麻
生 

暗 幕 0 3 0 0 0 0 3 0 0 0 0 5 0 1 11 0 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 0 0

1 6 ミ リ 
映 写 機 

0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 1 0 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

スライド 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ｏ Ｈ Ｐ 2 1 0 0 0 0 15 1 0 0 2 0 0 0 9 0 0 0 0 0 8 3 0 0 0 0 0 0

ビデオ・ 
モニター 

1 19 0 1 0 2 45 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 3 7 6 0 1 7 2 2 0

液晶ビデオ 
映 写 機 

15 33 0 53 2 17 45 6 4 3 13 1 3 2 44 2 11 8 1 3 15 51 0 24 26 3 28 2

ビ デ オ 
編 集 機 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

そ の 他 12 84 0 1 0 25 12 6 2 2 1 1 0 0 42 4 10 0 1 3 8 91 0 17 5 5 30 0

 

団体 

教材 

自治会 
町内会 

官公署 その他 計 

施 設 
教
文

幸
中
原

高
津

宮
前

多
摩

麻
生

教
文

幸
中
原

高
津

宮
前

多
摩

麻
生

教
文

幸
中
原

高
津

宮
前

多
摩

麻
生

教
文

幸
中
原

高
津

宮
前

多
摩

麻
生

総 
 

計 

暗 幕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 8 4 0 0 7 1 0 19 7 0 0 15 1 9 51

1 6 ミ リ 
映 写 機 

0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 2 2 0 1 0 4 0 9

スライド 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 9 0 1 30 2 0 0 10 0 2 30 2 1 0 45

Ｏ Ｈ Ｐ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 20 19 2 0 0 0 1 35 20 2 2 0 0 24 83

ビデオ・ 
モニター 

0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 0 0 3 29 36 38 78 42 37 92 36 55 39 89 44 44 138 445

液晶ビデオ 
映 写 機 

0 0 0 0 2 1 0 10 2 11 60 5 12 2 138 64 125 112 32 90 67 264 105 174 272 46 154 133 1148

ビ デ オ 
編 集 機 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

そ の 他 0 0 0 0 2 3 0 12 2 8 15 2 4 0 176 150 83 36 48 75 29 339 242 120 58 59 140 49 1007

 

 

Ⅶ５ 16ミリ映写機操作技術講習会 

会  場 開 催 日 参加者  内      容 

教 育 文 化 会 館 ６月24日 ７人 

中 原 市 民 館 ６月３日 16人 

麻 生 市 民 館 ６月10日 15人 

・映写機の原理と構造及び利用方法 

・映写機の操作実習 

・映画フィルムの取扱い方法 

・視聴覚ライブラリーの利用方法 
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